
日本保育協会保育科学研究所審査委員会細則 

第１条 日本保育協会保育科学研究所において行われる乳幼児の保育・教育に

関する研究について、所定の手続きによって提出された研究計画に対す

る審査とヒアリングを行い、研究が円滑に実施されることを目的として、

日本保育協会保育科学研究所審査委員会（以下「審査委員会」と言う。）

を設置する。 

 

第２条 審査委員会は次の事項について協議する。 

 （１）日本保育協会会員・保育科学研究所研究会員から提出された乳幼児の

保育・教育に関する研究計画案について研究実施の適否を協議する。 

 （２）審査委員会で次年度の実施件数等を決定し、運営委員会の承認を得る。

（運営委員会の承認の後、研究補助金と研究実施・論文作成に関する所

定の手続きについて通知をする。） 

  

第３条 審査委員会委員は、研究所長、有識者のほか、運営委員の５人とし、

日本保育協会理事長が委嘱する。 

（１）委員長は、委員の互選とする。 

（２）委員長が必要と認めた場合には、委員会に委員以外の研究者の出席を求

め、意見を聴くことができる。 

（３）委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

第４条 審査委員会は、採択された研究計画に基づく研究提案書について、当

該の研究代表者又はその代理者を対象とするヒアリングを実施する。 

  ２ ヒアリングに欠席した場合には、研究実施を認めないことがある。 

 

第５条 審査委員会は、研究実施年度の途中において、当該の研究代表者より

中間報告を受け、その概要を「研究所だより」に掲載する。 

 

第６条 審査委員会は、当該年度の研究報告書を確認し、運営委員会に報告す

る。 

 

第７条 審査の経過及び結果は、申請書と共に５年間研究所事務局に保存する。 

 

第８条 この細則の変更については運営委員会で決める。 

 

（附則）この細則は、平成２９年９月１日から実施する。 

   （平成３０年 ９月１９日一部改正） 


